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鹿児島市の人口は現在約 59 万人ですが、2040 年には約 52 万人まで減少すると推測さ

れています。これから 20 年余りで 7 万人近い人口が減少することになります。一方、鹿

児島市の総所得はここ数年で微増ではありますが右肩上がりとなっています。2018 年の明

治維新 150 周年や同じタイミングでの大河ドラマの影響も想定されますが、これは県や市

など自治体におけるインバウンド及び観光 PR 誘致活動及びそれに同調する形での民間企

業の努力の賜物であると考えられます。 

これらの推移から私たち政策提言委員会では、人口が減少しても工夫次第で鹿児島市全

体の GDP は維持引いては向上が見込めると考えました。そして、維持向上を達成するた

めに必要な取り組みとして「観光 PR 対策」、「人材不足対策」、「移動・物流対策」の 3 つ

の柱を設定しました。 

本年度、初めての試みとしてスタートした政策提言委員会として、予備知識もないまま

政策提言とはなにか、どのように政策提言活動を行いどのように提言案を組み立てていく

のか、試行錯誤、紆余曲折、暗中模索しながら作り上げて参りました。1 年という委員会

活動の中でほとんどを勉強会に費やし、少ない時間で現状分析を行い、私たちなりの提言

書をまとめることができたのは、委員会メンバーの頑張りはもちろんのこと、アンケート

にご協力いただいた当委員会以外の鹿児島商工会議所青年部会員及び勉強会にご尽力を賜

りました宮路拓馬衆議院議員、藤﨑剛鹿児島県議会議員、川越桂路鹿児島市議会議員並び

に我々の取材に快くご協力いただいた鹿児島県庁及び鹿児島市役所の各部署のご担当者ほ

か皆さまのご協力によるところが大きく、この場をお借りして深く感謝申し上げます。 

限られた時間を有効活用し、本年度の提言案については政策及び施策の提案に留め、事

業の提案については参考程度の想定事例とさせていただきました。どうぞ最後までご一読

いただき、まずは私たちの青年経済人としての熱い想いを受け止めていただけましたら幸

甚です。 
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